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　平坦な孤島の多
た ら ま

良間島は台風や季節風の影響を強く受け，琉球王国時代から風水思想
による抱護を幾重にもめぐらし，自然災害を緩和してきました。先人達は島の外周を浜
抱護（海岸防風・防潮林），集落を囲む村抱護，集落を抱く北側背後地の腰当森（クサティ
ムイ），屋敷抱護，そして農地抱護という，独特の林帯を防風・防潮効果の高いフクギ
やテリハボクを主林木に植栽して，暮らしと農業を育んできました。抱護は希少種を含
む生物多様性の役割を果たしております。島の地質は透水性の高い琉球石灰岩が分布し
ており河川が形成されず，ため池や地下水を貴重な水資源として利用してきました。
　本地域はサトウキビと畜産の耕畜連携による資源循環型農業を営み，県内初のサトウ
キビ全農家がエコファーマー認定を受けるなど，水質や環境の保全に取り組んでいます。
　島は，祭祀などの伝統行事も多く，「多良間島の豊年祭（国指定重要無形民俗文化財）」
や豊

ほう

穣
じょう

を祈る「スツウプナカ」，「麦・粟プーリ （゚祭り）」など豊作を祈願する祭りが継
承され，村落共同体組織や「ユイマール（互助）」の精神が脈々と生き続けています。
 （写真：多良間村総務財政課，文：多良間村農業遺産推進協議会事務局　来間　玄次）

表紙写真説明：シリーズ日本農業遺産

琉球王国時代の「抱
ぽー
護
ぐ
」が育む多良間島の持続的農業システム
（沖縄県多良間地域）


